


～「朝食アンケート」の結果から～ 
下野市では、「食育推進計画（第２期）」（農政課・健康増進課・学校教育課）のもと、食育を推進していま

す。その中で、楽しく規則正しい食事の習慣を築くことを目標に掲げ、児童生徒の朝食摂取１００％にむけて

取組を行ってきました。そこで、現在の朝食摂取状況を把握するため、平成２９年10月に、小中学校に在籍

する全児童生徒を対象に「朝食アンケート」を実施しました。 

朝食を毎日食べている割合が、小・中学校ともに８５％を下回り、小学校で２.８％、中学校では４.６％の

児童生徒は、朝食をほとんど食べていませんでした。食べない理由としては「食べる時間がない」「おなかが

すいていない」という答えが多くみられました。朝食の内容については、主食とおかずを食べてきている割

合は６０％を超えていましたが、パンやごはんだけの「主食のみ」も、３０％以上みられました。また、中

学校では、ひとりで食べる「孤食」や子どものみで食べる「子食」が７０％近く見られ、小学校でも２人に

１人が「孤食」「子食」の状況であることが分かりました。 

朝食をきちんと食べる習慣がある子どもほど、テストの正答率が高い傾向があります。毎日しっかりと食

べてから登校させるようにお願いします。また、平成２９年１１月発行の食育だより（下野市教育情報ネッ

トワーク「けやきネット」掲載）を参考にしていただき、内容についてもステップアップをはかっていただ

きたいと思います。 




